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別紙様式 

 

意見交換会実施報告書 

 

 

令和６年８月 27 日 

 

 

登米市議会議長 關  孝  様 

 

 

                    第３班 報告者  曽根 充敏 

 

 

１．意見交換会の概要 
 

開催日時 
 

令和６年７月 15 日 午後２時 00 分 ～ 午後３時 54 分 

 

開催場所 
 

石越公民館 研修室 

出席議員 

 

司会者：相澤 吉悦 

報告者：曽根 充敏 

記録者（受付、写真）：熊谷 康信、遠藤 真理子、鈴木 実、 

日下 俊、關 孝 
 

 

参加市民数 
 

 13 人 

実

施

内

容 

議会報告 

 

・司会によるテーマの報告と、昨年実施した意見交換での市民からの

テーマ毎の意見について、常任委員会での対応を記した資料の説明

を行った。 
 

意見交換 

 

「人口減少について考える」 

・ロの字型にて行い、参加者の意見を伺った。 

・意見を出しやすいようテーマについて「今私たちにできること」「こ

れからの地域づくりは」「出された意見や課題について、対応などに

必要なことは」の大きく３項目に分け、意見交換を行った。 
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２．市民の意見等 

会
場
で
い
た
だ
い
た
意
見 

質 問 

 

１．地域おこし協力隊の数や、活動状況を教えてほしい。 
 

⇒ 後ほどお知らせする。 
 

２．空き家対策について、どのようになっていてどのような対策を

とっているのか、教えてほしい。また空き家についてはリフォー

ムするか壊す対応が必要だと思う。 
 

⇒ 現在空き家バンクの登録状況は HP で公表しており、昨年は 46

件の登録に、問い合わせは 99 件で、成約は７件である。実際には

需要が供給に追い付かない状況だ。譲渡に至らないケースが多く、

マッチングが課題である。 
 

要 望 

 

１．高校進路指導の段階で都会の給料の高いところが好まれてしま

う。登米市を労働賃金で魅力がある地域にしてほしい。 
 

２．議会も、空き家対策を含めて若者が残る政策を考え提案してほ

しい。 
 

３．農業大規模化への支援を充実させられないか。 
 

４．農業雇用の産業経済部からの求人発信が弱い。改善してほしい。 
 

５．人口減少対策にお金をかけるべきだ。子育て支援（給食費無料

等）もできない理由を述べるのではなく、どうしたらできるのか、

どこまでならできるのかといった前向きな議論をしてほしい。 
 

提 言 

 

１．生活基盤が乏しい。農業でもしっかり収入を得ているところが

あるから、行政としてまねるべきではないか。新たな挑戦が必要。 
 

２．リモートワークができる環境が必要だ。首都圏と同等の賃金が

得られる。そのためには通信網整備が大切。デザイナーやプログ

ラミング、生保総合職など可能性がある。 
 

３．都市部以外もターゲットにして、移住 PR を行ってはどうか。 
 

４．特徴的な教育と結び付けられないか。英語圏の会社を誘致して、

中学校を卒業するころには日常会話ができるとか、研究施設を誘

致することで、定住が生まれるのではないか。 
 

５．農業の工場化を研究できないか。また、規模拡大が必要なため、

初期投資の手助けなど工夫すべきだ。 
 

６．地域ごとの特徴を生かした活性化が必要ではないか。 
 

７．農業のまちであるから、人材を農業大学に求めてみてはどうか。 
 

８．議会は様々な行政視察で学んでいる。逆に、職員はあまり学び

の機会がない。議員側から視察成果を発信して施策に生かしてほ

しい。 
 

９．市内の中学校に、全国からの中学生留学を試みてはどうか。 
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10．空き教室（等の遊休公有財産）を活用した IT 誘致を考えるべき

だ。  
 

11．行政が農家に出す補助金は初期投資の部分だけだ。結果につな

がる施策にしてほしい。就農につながるはずだ。 
 

その他 

テーマ外 

 

１．今日のテーマについて議員側から、ひと言ずつ言ってもらった

ほうが、進んだのではないか。 
 

２．意見を言う前に、市の子育て政策などを聞いたほうが答えやす

い。 
 

３．複合施設を整備すると活性化すると言っているが、逆だ。将来

の負担が増えるから、人口減少を助長すると思う。 
 

４．地域それぞれの特徴を生かした施策が必要。例えば、石越駅に

駐車場があるが、かなり荒れている。整備は誰が行うのか分から

ず、街路灯も樹木が生い茂り、暗い。駐車場の整備状況によって、

利用や定住も変わるのではないか。 
 

５．JR での貨物輸送を展開できないか。 
 

６．行政は結果だけなので「努力しています」はやめてほしい。 
 

７．議会は二元代表の一翼だ。特に長く経験している方の一般質問

が少なく感じる。執行部のダメなところはしっかり指摘してほし

い。 
 

８．モノづくりには一生懸命だけれども、ひとりひとりの所得を上

げる策がおろそかではないか。議員一人一人が頑張るべきだ。 
 

９．迫川水系の有機フッ素系化合物（PFAS）汚染状況について、正

式に取組んでほしいし、検査結果を公表されたい。また、米国基

準並みの対応をとってほしい。 
 

10．空き家の活用において、仏壇の処理などがネックになる。処分

方法をしっかり周知すれば活用が広がるのではないか。  
 

 


